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拡大月間、共済加入もググッと推進！ 
 

 １０月１日からスタートした「組合員拡大・共済推進、秋の拡大月間」も残すところあと２

週間あまり。年末闘争の最終盤、国政革新のとりくみとあわただしい中ですが、組合員の拡大

と合わせて共済推進を進めている石川と東京の１１月の活動です。 
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一気に２２名加入、４名の追加。爆発的拡大！！ 
           ★石川県医労連 全医労七尾支部 
  

 １１月１９日～２０日、全医労七尾支部では組合事務所で共済説明会を開催しました。本

部事務局以外にも石川県医労連の馬渡健一書記長、石川民医労の券田和子書記にも参加して

いただきました。説明を聞いてその場で加入する組合員、共済説明会前に加入書を渡されて

いた組合員も１０数名にもぼりました。 

 全医労七尾支部の山口成江書記長は「どこよりも有利な医労連共済を、組合員の生活を守

る大きな武器として活用したい。そして京都の全国交流集会で聞いた支部への加入促進費を

活用しての加入者の誕生日にクオカードを贈るなど目に見える共済活動を強化します。」ま

た、１１月の加入者目標を「１５名以上です！！」を意気高く語っておられました。 

 １２月なって、全医労七尾支部から分厚い封筒が共済事業局に届きました。中には、なん

と加入用紙が２６枚！！内訳は、新規加入が２２枚と追加加入が４枚。これで全医労七尾支

部は組合員の加入率が６３％になり石川県医労連で最高の加入率となりました。 

 ここまで加入者が増えたのは、支部として組合員名簿の共済加入者に赤のラインマーカー

を引いて誰が加入しているか、一目でわかる工夫をして、支部の役員がその名簿を持って共

済未加入の組合員に一人ひとり声をかけるという地道な努力が成果に結びついたものです。

（石川県医労連秋闘情報より） 

 
拡
大
月
間
で
共
済
も
十
三
名
加
入  

★
東
京
医
労
連 

九
月
か
ら
の
拡
大
月
間
で
共
済
加
入
者
十
三
名

の
拡
大
報
告
が
来
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
大
学
部

会
で
は
、
慶
應
四
谷
九
名
・
東
京
医
大
一
名
、
精

神
部
会
で
は
、
桜
ヶ
丘
二
名
・
烏
山
二
名
、
民
医

連
・
生
協
部
会
で
は
南
部
一
名
、
多
摩
一
般
で
は

厚
生
荘
一
名
・
城
山
三
名
、
民
間
全
国
で
は
国
共

立
川
三
名
で
す
。 

共
済
学
習
会
は
、
女
子
医
大
で
は
十
月
二
十
六

日
に
共
済
本
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
「
学
習
会
」

（
十
五
名
参
加
）
を
開
催
、「
共
済
の
内
容
や
メ
リ

ッ
ト
を
始
め
て
知
っ
た
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
は

好
評
を
得
ま
し
た
。
烏
山
で
は
、
十
月
に
三
回
の

学
習
会
を
開
催
し
て
、
共
済
の
お
得
な
内
容
を
学

習
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
二
名
が
共
済
に

加
入
し
て
い
ま
す
。（
東
京
医
労
連
・
組
織
強
化
＆

拡
大
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
） 

医労連共済は 

年末所得税控除の対象外です 
 
 医労連共済は、労働組合法に基づく

労働組合員の相互扶助による自主共

済です。法律で規定されている「保

険・共済」には該当しない共済制度で

すので、所得税控除の対象とはなりま

せん。 

 医労連共済は、所得税控除の対象と

はなりませんが、保険制度の制約を受

けず、掛金の 70％を保障にまわしてい

ます（火災保険は 50％～54%程度）。 

 したがって、他の保険・共済にない

安い掛金で組合員の経済的負担を軽

くするとともに、所得税控除分を先に

わたしている結果になっています。 

 


